













The resultssuggestEnglish majorstudentsare frustrated with the lack





















益々大きくしている｡ 教育 という ｢サービス｣を提供 している我々には､それを享受する



















込んでしまうことになる｡ すなわち行動の欠如は､我々が自己満足 していることを意味 し､
我々の提供する教育が非難や唯我論に曝されることになる｡我々がサービスを提供する相
手の現実に対 してなんらの関連性 も持たな くなるため､無意味なものとなる｡ 責任に関わ
る問題を避けることは､ ｢…危快を増大する｡ それによって我々が尊大で高圧的であり､社
会の意見に興味を持たず､我々の行動の結果に無関心だという印象を与えることになる｣
(Chaffe1998:p.15)｡これはおそらく最 も厳 しい非難であろう｡ もし我々が学生や社会













大学における最 も基礎的な部分はカリキュラムである｡学生数を増や し､入学 した学生
の レベルを改善 し､在学生の レベルを上げ､社会の認識をより良いものにし､我々の存在
を認めて もらうためには､カリキュラムを成功 させる必要がある｡
カリキュラムには様 々な要素がある｡ それは世の中に我々の何たるかを示す文書 とでも
言 うべきものであり､我 々の大学へと学生を引き寄せる手立てでもある｡ 我 々の大学に入
学 してくれそうな学生､彼 らの親､彼 らの通 う高校の教師がそれを解釈 し､そこに措かれ
たものをもとに決断を下す｡入学を考えている学生､両親､高校の教師は､簡単に他の大

























｢意図する結果について明確な説明を持たず､また､ ものを良 く知 らない学生に
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幅広い授業の選択を可能にするようなカリキュラムは､最初に想像 したカリキュラムとは
明 らかに異なる結果をもたらす｡つまり､卒業の時点でほとんどの学生が､自分の成績が












































A :このカリキュラムの目的は何か知 っていますか｡ はい いいえ
｢はい｣と答えた人は､次の 1)､ 2)および3)について答えて下さい｡ ｢いいえ｣ と
答えた人はBの質問に答えて下さい｡
質問のAは学生のカリキュラムの目的についての認識を知るためのものである｡学生は目
的について認識を持 っているだろうか｡ もし学生が目的について認識 していないと答えれ
ば､明 らかに､カリキュラムの実施に極めて根本的な問題があるといえる｡





身のカリキュラムを経験 した結果 と目的がマ ッチ しているかどうかについて認識を確かめ






3) ｢なぜそのように考えますか｡｣という質問は､学生の認識 と経験についてより詳 し
い情報を得るための ものである｡ われわれは現実に起 こっていることについてより分か り
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B:学生便覧あるいはシラバスを読みま したか｡ はい いいえ
学生のカ リキュラムに対する認識は学生便覧に示 されるアウ トラインや説明によって始ま
る｡ この重要な文書 によって､われわれは学生の選択の助 けとなることができる｡それは
また学生が授業 に向けてよりよい準備ができるように して くれる｡大多数の学生がシラバ
スあるいは学生便覧を読んでいれば､教える側 も学生が選ぶ授業の性質や関係､およびカ
リキュラム全体 について認識 していると予測することができる｡ もしそうでなければ､そ
こにすでにカ リキュラムの実施に見のかせない弱点が存在することになる｡つまり､学生
の準備が整 っていないので授業に対 して何を期待 して良いのか分か らない､あるいは異な
る授業の間の関連性や関係を見 ることができないということになる｡
質問の Bについて ｢はい｣ と答えた学生は､次の二つの質問に答えるよう指示 される｡
1)学生便覧およびシラバスの内容はあなたが実際に経験 した授業内容にマ ッチ していま
すか｡ はい いいえ
この質問はそこに書かれている説明と､学生が 日々教室で感 じることとがマ ッチ してい





その ものについて も調査 し､評価 しなければな らない｡教師は､シラバス等に書いた内容
とどれ くらい異なる授業を しているのだろうか｡
2)それ らはどのように似通 って/違 っていますか｡
学生は彼 らの認識についてよりくわ しく述べるように促 される｡ これによって傾向をた
どり､よりよいアンケー トを設定することができる.
賓間C:授業の分量についてはどのように感 じますか｡





いと感 じていることを意味する｡ その結果それぞれの学生の目標にとってその授業が合 っ
ていないということを意味する可能性がある｡ 授業数が足 りないという場合 もまた､カリ
キュラムは学生の要求を満た していないことになる｡
1) ｢なぜそのように考えますか｡｣ という質問は､学生の答えを裏付けるためのより詳
しい情報を得 るための ものである｡ われわれは学生が感 じていることの理由を知 る必要が
ある｡ これはさらにより良いアンケー トを作成する助けとな り､より適切なカ リキュラム
を作るのに役立つ｡
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授業やクラスにも移入 され､かつ互いに支持する内容であるとき最 もうまく機能する｡ こ





質問のEは､ ｢教授法は適切ですか｡ はい いいえ｣
｢いいえ｣と答えた人は､教授法はどうすればより良いものになると思いますか､という
内容である｡ 教授法は内容が実施に移されるための方法であり､その意味においてカリキュ
ラムと切 り離 して考えることはできない｡多 くの場合､カリキュラムは明確に方法論を示
し､授業で何が行われるか説明する｡ 他の場合､教師の裁量に任される｡大多数が ｢はい｣
と答えた場合､教師は自分を賞賛 してよい｡ もし大多数が ｢いいえ｣と答えた場合､われ
われは授業の内容をさらに調べる必要がある｡カリキュラムに関する問題は､教室で行わ




英語科の二年生11名に対 しアンケー トを行った｡目名のうち5名は中学校コースで勉強 し､
残 りは小学校 コースで勉強 している｡うち 1名については内容を英語のカリキュラムのみ
と捉えたため無効となった｡





質問 2の答えとして､ 5名それぞれがカリキュラムと目的の整合性について疑問を呈 し
た｡質問 3の答えとして､ 3名が主免許 と副免許に関係する授業について､バランスが悪
いと不満を述べている｡そ して異なる授業の内容に､不必要な繰 り返 しや重複があると指
摘 している｡ そのいずれもが､このアンケー トを通 して繰 り返 し解答のテーマとして表れ
た｡一年生時の授業の適切さについてもまた､授業の大半は主免許の取得過程とはまった





















し､小学校コースの学生はそのようなことはない､ しか し､小学校 コースの学生 も､ (大
学で)同じ授業を受けさえすれば中学校の免許を得ることができる､従 って､試験は無意
味で虚偽的であると言 う｡ 学生 のひとりは他の学部の学生は教育学部の学生程授業を受け
なくても卒業が可能だとして不満を述べている｡ もうひとりの学生は授業の質が低いため
に､副免許の授業が多すぎるとつい感 じてしまうと不満を述べている0 2名の学生が授業
配分のバランスの悪 さについて不満を述べている｡ 多 くの学生が金曜 日は 1時限目から5
時限目までずっと授業を受けなくてはならず､心構えをする余裕がないと言 っている｡
質問のDは関連性に対する学生の認識について調べたものである｡ 8名の学生が授業は
ある程度 リンクしており､互いをサポー トしていると感 じている｡ これらの学生は英語の
授業はよりリンクの度合いが高いが､異なる小学校関連の授業の リンクを兄い出すのは難














目に見える動機をもって学生にやる気を起 こさせる必要があるとコメン トしている｡ 学生






























我々教師を評価 している｡ 我 々はより学生を中心 とした､活発で参加型の授業運営へと移
行 してゆく必要がある｡ 学生と教師の間の境界をなくし､平等な関係を押 し進めてゆかな
ければならない｡これは文化的に受け入れ られないものか もしれないが､現実は文化 も変
化 しており､我 々はそれに応えてゆかなければならない｡









ら定義を促すことになるだろう｡ 本アンケー トおよびその後のアンケー トについてはイン
タビューを行 ってフォローアップする必要がある｡そうすれば､学生の ｢言い分｣によっ
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A:このカリキュラムの目的は何か知 っていますか｡ はい いいえ
｢はい｣と答えた人は､次の 1)､ 2)および3)について答えて下 さい｡ ｢いいえ｣と
答えた人はBの質問に答えて下 さい｡
1)それ らは何ですか｡








2)それ らはどのように似通 って/違 っていますか｡
C:授業の分量についてはどのように感 じますか｡
1.授業の数が多すぎる 2.多いが多すぎは しない 3.ちょうど良い
4.足 りない
1)なぜそのように考えますか｡
D :このカリキュラムの関連性についてはどのように感 じますか｡
1:授業同士が関連性を持ち､互いをサポー トしている｡
2:授業同士の関連性 とサポー トがなきにLもあらずである.
3:授業同士の間にほとんど関連性がない｡
4:授業同士の間にまった く関連性がない｡
1)なぜそのように考えますか｡
E :教授法は適切ですか｡
｢いいえ｣と答えた人は質問の 1)に答えて下さい｡
1)教授法はどうすればより良いものになりますか｡
はい いいえ
